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西洋美術史における
「古典」 の創出

古代ギリシアから 20 世紀初頭までの西洋美
術における 「古典」の創出と制度化の問題に
焦点をあて、規範的な 「古典主義」概念に挑
戦し、 その多面的で複雑な歴史的様態を浮き
彫りにする 13 篇の論考を収録。

芸術史と文学史の交差する視座から、 20 
世紀の古典主義における多面性や矛盾、
亀裂について考究し、当たり前とされて
きた歴史認識について問い直す8 篇の論
考を収録。

Ⅰ

「古典」 と 「前衛」 の相克「古典」 はいかにして
　　　「古典」 となったのか
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　〈
古
典
的
な
る
も
の
〉
の
射
程

第
一
部
　
古
代
・
中
世
に
お
け
る
起
源
と
原
型
の
創
出

　
　
　
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
美
術
に
お
け
る
「
古
典
」 

 
 

芳
賀
京
子

　
　
　
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
『
建
築
書
』
の
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
受
容 

川
本
悠
紀
子

　
　
　
初
期
中
世
美
術
に
お
け
る
「
古
代
」、「
古
典
」、「
擬
古
」 

 

奈
良
澤
由
美

　
　
　
　
　―

ガ
リ
ア
の
柱
頭
を
中
心
と
す
る
事
例
か
ら
の
考
察

　
　
　
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
お
け
る
円
柱
と
古
典
主
義 

 
 

木
俣
元
一

　
　
　
ナ
ポ
リ
・
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
の
美
術
と
「
古
典
主
義
」 

 
 

谷
古
宇
尚

第
二
部
　
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
規
範
と
逸
脱

　
　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
「
古
代
」
の
記
憶
か
ら
「
古
典
主
義
」
創
出
へ 
小
佐
野
重
利

　
　
　
古
典
主
義
者
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
再
考 
 

 
 

岡
北
一
孝

　
　
　
　
　―

マ
ラ
テ
ス
タ
神
殿
の
凱
旋
門
モ
チ
ー
フ
の
意
図
と
そ
の
受
容

　
　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
古
典
概
念
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
初
期
様
式
の
形
成 

伊
藤
拓
真

　
　
　
　
　―

「
オ
ッ
デ
ィ
祭
壇
画
」
に
お
け
る
ペ
ル
ジ
ー
ノ
、
ピ
ン
ト
リ
ッ
キ
オ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
と
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
『
美
術
家
列
伝
』
の
記
述

　
　
　
一
六
世
紀
初
頭
の
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
古
典
主
義
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察 

 
 

百
合
草
真
理
子

第
三
部
　
近
世
・
近
代
に
お
け
る
美
術
教
育
と
科
学
と
し
て
の
古
典
主
義

　
　
　
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
と
古
代
彫
刻 

 
 

 

栗
田
秀
法

　
　
　
　
　―

エ
ー
ト
ス
と
パ
ト
ス
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
古
代
受
容
と
ド
イ
ツ
古
典
主
義
の
形
成 

 

佐
藤
直
樹

　
　
　
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
絵
画
に
お
け
る
古
代
美
術
の
受
容 

 

三
浦
　
篤

　
　
　
　
　―

ア
カ
デ
ミ
ス
ム
、  

ヴ
ィ
ッ
ラ
・
メ
デ
ィ
チ
、
そ
し
て
前
衛
へ

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
前
衛
彫
刻
へ
の
軌
跡
と
古
代
美
術
と
の
対
話 

 

松
井
裕
美

Ⅰ　

西
洋
美
術
史
に
お
け
る
「
古
典
」
の
創
出

Ⅱ　

前
衛
美
術
と
「
古
典
」
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次

目　
　

次

お取り扱いは

〈
古
典
〉
や
〈
古
典
主
義
〉
と
い
っ
た
概
念
の
形
成
・
受
容
が
西
洋
美
術
史
の
歴
史
観
の
形
成
と
結
ん
で
い
た
関
係
に
つ
い
て
考
察
。

個
々
の
作
家
や
作
品
に
即
し
た
緻
密
な
事
例
研
究
と
、
広
範
囲
な
時
代
・
地
域
の
理
論
的
著
述
の
分
析
に
基
づ
く
〈
古
典
主
義
〉
概
念
の

再
検
討
と
を
美
術
史
、
考
古
学
、
建
築
、
文
学
と
の
交
差
す
る
地
平
か
ら
試
み
る
、
世
界
で
も
先
例
の
な
い
学
術
書
の
公
刊
！

　
二
〇
世
紀
美
術
史
に
お
け
る
〈
古
典
〉
の
複
数
性 

 
 

松
井
裕
美

第
一
部
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
〈
古
典
主
義
〉

　
　
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
？ 

　
　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
ッ
テ
ィ
ン
ト
ン

　
　
　
　―

前
衛
、
古
典
主
義
と
〈
後
衛
〉
の
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
翻
訳
：
請
田
義
人
）

　
　
前
衛
と
古
典
主
義
回
帰 

 
 

 
 

 

久
保
昭
博

　
　
　
　―

モ
デ
ル
ニ
テ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
？

　
　
前
衛
／
古
典
主
義
／
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム 

 
 

 

河
本
真
理

　
　
　
　―

両
大
戦
間
期
の
美
術
の
問
題
系
を
め
ぐ
っ
て

　
　
文
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対
主
義
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時
代
に
お
け
る

　
　
　
　
ロ
ー
カ
ル
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
古
典
の
所
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吉
澤
英
樹

　
　
　
　―

ポ
ー
ル
・
モ
ラ
ン
『
ル
イ
ス
と
イ
レ
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一
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二
四
年
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を
読
む

第
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起
源
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創
出
と
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カ
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と
イ
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お
け
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の
始
ま
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池
野
絢
子

　
　
水
瓶
と
カ
ス
タ
ネ
ッ
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鈴
木
雅
雄

　
　
　
　―

ピ
カ
ビ
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の
ア
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ル
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作
を
め
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っ
て

　
　
シ
ュ
ル
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ア
リ
ス
ム
と
古
典
主
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木
水
千
里
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大
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間
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ス
芸
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と
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